
 

 

2022 年２月 14 日 

各 位 

上場会社名    メック株式会社 

代表者      代表取締役社長 前田 和夫 

（コード番号 4971） 

問合せ先責任者  コーポレートコミュニケーション室室長   坂本 佳宏 

（TEL 06-6401-8160） 

 

    

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 当社は、2022 年 12 月期を初年度とする３ヵ年（2022 年 12 月期～2024 年 12 月期）を対象期

間とした中期経営計画「2030 年ビジョン Phase１」を策定しましたので、お知らせいたします。 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

以 上   
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中計策定に当たっての概念

2030年に目指すべき企業像

中期経営計画 2022-2024
〜メックの2030年ビジョン〜 Phase1

① 数値目標
② 事業環境
③ 事業分野

資本政策

1

④ 人財開発分野
⑤ ESG分野



中計策定に当たって
の概念
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理念体系図
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「独創の技術」「信頼の品質」
「万全のサービス」

〜メックの2030年ビジョン〜
独創の技術で新たな価値を創造し、

お客様とともに持続可能な社会の実現に挑戦する

営業・グローバル⽣産供給戦略
IT／人財開発／ESG戦略

仕事を
楽しむ

経営戦略

各分野戦略

ビジョン

中期経営計画

経営
理念



2022〜2024年

2025〜2027年

2028〜2030年

本中期経営計画の位置づけ
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2030年
ビジョン

2030年に目指すべき企業像に向け、
3ヵ年中期経営計画を3期をかけ、
持続的成⻑と企業価値の最⼤化を目指す。

中期
経営計画

Phase１
Phase2

Phase3
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4030年に目指すべき
企業像4



目指す企業像

7

独創の技術で新たな価値を創造する
真のグローバルカンパニーになる

研究開発型企業であり続ける

独創のAI企業としての顔をもつ



成⻑し続ける会社であるための当社のビジネスモデル

8

顧 客

製品
技術サポート

再投資

研究開発型企業として価値ある製品を顧客に提供し、
社会に貢献し続ける。

社員の幸せを考える
成⻑、競争⼒
人財を広く登用

顧客の利益を⽣む
産業の発展に寄与
社会貢献

研究開発

利益

社会

産業

対価



｢つくる｣を変える
｢うる」を変える

4030年への指針

9

創造と変革



目指す人財像と組織
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各⾃⾃⽴⾃⾛し、連帯できる人財を目指す
熱意をもち、挑戦を続ける人である
基本的なデジタルリテラシーをもつ

役割に応じて優秀な人財の確保を⾏い、
適正に配置し、十分に活躍できる環境を
準備するよう最善を尽くす

人財像

組織



経営理念

本中期経営計画のロジック
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2030年
ビジョン

2022-24年
中期経営計画

事業分野

人財開発分野

ESG分野

持続的な成⻑のために

社会的責任

外部環境

2030年に目指すべきビジョン・指針にむけ、外部環境の変化を
⾒据え、持続的な成⻑のために取り組む。
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①数値目標

中期経営計画 2022-2024
〜メックの2030年ビジョン〜 Phase1

3



社会動向の変容

13

DXの進展
米中２軸の世界観
脱炭素への動き
SDGsへの挑戦

社会の変化・変革



今中計の数値目標
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4044年数値目標（連結）

営業利益率 40％以上

ROE 10％以上
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②事業環境

中期経営計画 2022-2024
〜メックの2030年ビジョン〜 Phase1

3



半導体市場の⾒通し

16

DXの進展・脱炭素などの社会的動向を背景に
• データ量の増加・通信の⾼速化が促進される
• センシング・モニタリング・シュミレーティングなどが不可⽋となる

半導体が⾶躍的に増加することが当社の成⻑を牽引

出典︓経済産業省『半導体戦略（概略）2021年6月p.60』
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③事業分野

中期経営計画 2022-2024
〜メックの2030年ビジョン〜 Phase1

3



事業分野における経営課題
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 物理密着から化学密着への技術変化への対応
• 化学密着技術の確⽴
• 次世代デファクトスタンダードの地位確⽴

 既存技術の応用展開
 新規市場への進出
 新規事業の創出

技術・マーケティング

 グローバル⽣産戦略の構築
• 連結視点での安定した調達、⽣産、供給体制の確⽴

⽣産・ロジスティクス



半導体市場の⾒通し
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 半導体市場は、デジタル革命の進展に伴い、今後も右肩上がりで成⻑（2030年約100兆円）

 ボリュームゾーンは、スマホ・PC・DC・5Gインフラで使われるロジックとメモリで、米韓台が市場席巻

 今後、5G・ポスト5Gインフラの基盤の上に、エッジコンピューティング・アプリケーション・デバイス

（⾃動運転、FA等）での新たな半導体需要の成⻑が⾒込まれ、これが日本の参入機会のラストチャンス

出典︓経済産業省『半導体戦略（概略）2021年6月p.54』



物理密着の変遷
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粗化技術

粗化技術

無粗化技術

最先端PKG

・PKGの個数の増加
・面積とレイヤー数の増加

粗化と無粗化技術

21
現在 将来

超⾼密度 超⾼周波



コア技術をベースとした新規市場への進出
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〈⾒えている市場〉
●半導体製造工程
●パワーデバイス
●光融合デバイス など

〈潜在市場〉
コア技術をベースに
新規市場を開拓しニッチトップ
の地位を確⽴

マーケットイン プロダクトアウト

顕在化している
ニーズを追求

潜在している
ニーズを発掘

商品開発



強みのシナジーで
圧倒的な優位性を発揮

グローバル⽣産&ロジスティクスの将来像

23

SDGs観点
での取り組み

⾼度な品質・
化学物質管理

優れた人財
グローバル⽣産

ネットワークの拡充
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④人材開発分野

中期経営計画 2022-2024
〜メックの2030年ビジョン〜 Phase1

3



経営戦略と人事戦略の連動
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経営戦略

社是・経営理念

中期経営計画2030ビジョン

目指す人財像・組織の実現に向けての人事戦略
①動的な人財ポートフォリオ構築 ②多様化対応（雇用形態・働き方）
③リスキリング ④従業員エンゲージメント

各ステージで具体施策を展開
採用 配置 育成 評価 報酬 代謝



人的資源マネジメント
（Human Resource Management）

人的資本マネジメント
（Human Capital Management）

人財そのものを活用して、価値を⽣み出す
オペレーション志向 志向性 人財価値向上による、企業価値向上

クリエーション志向

人事諸制度の適正運用管理 役割 経営戦略と連動した人事戦略策定・実⾏

現在をベースにした短期視点 視点 経営戦略をベースにした中⻑期視点

フォアキャスティング（積上げ）思考 思考 バックキャスティング（逆算）思考

人事戦略の方向性

26

「⼈的資源マネジメント」に加えて「⼈的資本マネジメント」による⼈事戦略を実⾏する
ことで、短期・中期・⻑期の視点で、経営に資する⼈的価値情報の創出・提供を⾏う
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⑤ESG分野

中期経営計画 2022-2024
〜メックの2030年ビジョン〜 Phase1

3



経営理念 「独創の技術」「信頼の品質」「万全のサービス」を信条に、⾃由に着想し、グローバルな事
業活動を通して界面価値創造を実現することで豊かで潤いのある社会と環境づくりに貢献する

人的資源
知的財産

仕事を楽しむ／研究開発
⾦属表⾯処理技術

⽣産資本
⽣産拠点︓5ヵ国8拠点

ものづくり⼒

⾃然資本
太陽光発電

社会資本
世界各地で⽣産・

販売展開
お客様との信頼関係

⾼速通信整備
(5G/6G）
⾃動運転
AIの活用
DXの進展

SDGs
脱炭素社会

産業発展の基盤を
支える

豊かで潤いのある
⽣活を提供する

社会や産業の
課題を解決する

調達・
製造

販売・
サービス

研究
開発

製品競争⼒
品質管理の徹底
⽣産性向上の推進

顧客対応⼒

ガバナンス・
経営基盤の強化

製品

製品・サービス
⾦属表⾯処理剤

当社の技術を通して
顧客が得られる価値

PCB
最先端パッケージ製造

電子機器の信頼性向上
➡軽薄短小
⽣産性最⼤化
歩留まり性向上、ムダ削減

メックの価値創造モデル

28

OUTPUT / OUTCOME事業活動INPUT

財務資本

売上・利益



CSRマテリアリティ（重要課題）
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未来を切り拓く研究開発
⾼付加価値製品の開発・提供
お客さまの⽣産効率向上・歩留まり向上への寄与
環境負荷低減製品の開発

適正な調達、⽣産、物流 SCM、グリーン調達、グローバル調達
グローバル⽣産・供給体制の構築

環境保全 適正な化学物質管理
BCP対応

品質と安全 安全衛⽣管理、品質保証
ステークホルダーとの⻑期的信頼関係構築

多様な人財の活用 健康経営、ワークライフバランス
キャリア形成、⾃⽴⾃⾛し連帯（エンゲージメント）

経営基盤の強化
ガバナンス
適正な情報開示、セキュリティ
リスクマネジメント



当社の使命 産業の発展に寄与し、企業として成⻑する

当社の責任 資源を使用し、化学物質を扱う者として
調達・取扱い・製品開発・製造・廃棄に責任

事業を通して
実現する世界

人として幸福に・成⻑を

水

平等協働

課 題 気候変動への貢献エネルギー問題

社会貢献 森づくり

当社が関わるSDGs
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今後取り組むべきこと

31

社会・産業・顧客の発展に寄与する

環境負荷低減・環境保全にさらに取り組む

バリューチェーンを通して環境負荷低減に寄与する

継続課題

新たに取り組む課題・世の中の要求



資本政策

32

研究開発に関する
投資 毎年 連結売上⾼の約10%

設備投資 3年累計 約50億円

株主還元

1株あたり年間配当⾦の維持・成⻑

（連結配当性向︓30％目標）
⾃己株取得は状況に応じて機動的に実施



このプレゼンテーション資料には、2022年2月14日現在の将来に関する予測が含まれております。記述している将来予測および業
績予測は、当社が現時点で⼊⼿できる情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。そのため、
様々な要因の変化により実際の業績は記述している将来⾒通しとは⼤きく異なる結果となる可能性があることをご承知ください。

【連絡先】メック株式会社 コーポレートコミュニケーション室
Tel. 06-6401-8160

Email. mec_ir@mec-np.com

界⾯価値創造
Creating and Fostering Value 

at Various Interfaces

https://www.mec-co.com/


